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―物流などの業務システム開発が事業のメ
インですが、組込み分野の事業化はどう
いった経緯からでしょうか？
明石　もともと私がサラリーマンをしていた
会社は、制御系組込み系の事業がメインで
した。会社を経営するようになって、強い会
社をつくりたいという思いが根底にあります。
いまの会社ではWeb構築の業務も多いの
ですが、世の中のITに関連するビジネスを
一括りで捉えると、全体の7割以上はWeb
系の業務が占めるだろうと勝手にイメージし
ています。その中で強くしていくのは大変なこ
と。その一方で、本来ものづくりは、制御で
あったり組込みにあるという思いがずっと頭
にありました。それが昨年、組込みの領域で
実績を備える中原啓之輔氏の力を得て、本

当の意味での強い会社、制御や組込み事業
の部隊をつくろうと歩み始めたところです。
塩路　もともと制御系の業務に関わってい
たわけですね。
明石　当時は先輩から「技術者のセンスが
ないから早くマネー
ジャーになりなさい」と
言われていたことも
あって、その後は違う
方向にも行きましたけ
ど、そうした中でも事業
の根幹はここだと感じ
ていました。
　いま関わっている業務は物流系が多いの
で、まずはその方面の領域からになるでしょ
うが、これからを考えると空に向かう領域、
例えば衛星に関連した事業などに携われた
らいいなと思っています。テレビや車、家電製
品、さらに水道、電気などどんなものにも関

わりがある技術ですから、頼られる会社にな
るにはしっかり根幹の部分から理解しないと
生き残れないということを強く感じています。
　社員の意識を変えていく必要もあるので
多少時間は掛かりますが、会社のスタート

が通信関連中心だっ
たことからC言語や
C++の経験があり、
まったく素養がないわ
けではありません。あと
は頭を柔らかくして、い
かにスイッチを切り替
えてもらうかということ

を意識しています。
―社内的には、全員に組込みの業務を経験
させていくというイメージですか？
明石　そうですね。循環させていく中で、意
外と組込みの方が向いているなといった気
づきもあるかなと思っています。ちょっと違う

ものづくりの根幹は「制御・組込み系」にあり
JASAへの入会で組込み分野の事業化に向け本格始動

このほどJASA近畿支部に入会いただいたFLAPS（大阪市北区）。2005年の設立以降、Webや業務システム開発で業
績を伸ばしてきたが、代表取締役の明石和美氏は自身の経験から「制御系・組込み系を事業の柱に」と話す。昨年、組込み
分野での経歴を持つ人材の入社もあり大きな一歩を踏み出した。長年の協業会社でもあるBeeの代表取締役でJASA
近畿支部長を務める塩路直大氏を交え、今後の展開など話を伺った。

●株式会社FLAPS会社訪問
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視点で経験させてみると面白いかもと感じ
る社員もいます。本人にとっても刺激になる
でしょうし、仮に制御に向いていなかったと
してもさらに一皮むけるような刺激にもなる
かなと期待しています。
　社員教育ということでは、強い技術者を
育てたいと思っています。景気の波は良いと
きも悪いときもあって、もてはやされることも
あればリーマンショックの大変な時期には
ダンピング受注が引き起こされたりしました。
そうしたときにもゆらぐことのない強さを備
えてもらいたいと思っています。社員がゆる
ぎない技術者であれば会社もゆるぎない存
在になるし、その還元はお客様に向かうこと
になりますから。
　例えばWindowsで動くソフトのことしか
わからないという人はたくさんいると思いま
すが、それでは困ることって結構あるし、そう
いう意味では下回りを
理解している人を増や
したいですね。私はよく
“軽自動車にベンツのエ
ンジンを搭載するとし
たらどうすれば良いか”
と例えで口にしますが、
条件の異なる中でも最適解を導き出せるよ
うな技術者であればいいなと思います。
―貴社サイトの採用ページに「あんたの人
生の主役はあんたやで!!」と強いメッセージ
があります。
明石　はい。自分自身を振り返って感じたこ
とでもありますが、自分が幸せにならないと
周りも悲しむものです。会社の中では私たち
は脇役であって、各々自分自身が主役です。
それを忘れずに生きていってほしいという思
いがあってそういう言葉になりました。
塩路　FLAPSさんは人づくりをしたい会社
なんだなということが伝わってきます。
明石　以前はIT企業というより“劇団
FLAPS”などと言われたこともありましたね
（笑）

塩路　長くお付き合いさせていただいてい
る中で、こうした業界団体に所属して会合に
参加するようなことはあまり求めてはいない
のかなという印象も持っていました。
明石　そんなことはありません、飲みに行く
のは好きですし（笑）。ただ以前のように社員
も少ないと貢献もできないし、メリットがない
のではとの思いから意識していない時期は
ありました。それでも入会していた団体もあ
り異業種交流なども参加していましたが、IT
関連企業が少なかったこともあって1年足ら
ずで退会した経緯があります。
塩路　組込み領域で力を入れていかれると
伺ってお誘いしましたが、入会の後押しと
なったことは何でした？

明石　本格的に組込
み業界に乗り出そうと
いう考えからです。横の
つながりでビジネスに
発展することもあるで
しょうし、業界や技術の
情報も早く知ることが

できます。自社だけで集めようにもたかが知
れています。知見がないと自分のロジック以
外は思いつかないですから、他人のロジック
にふれることも必要です。そうしたことが叶う
環境で、とてもうれしく思います。
塩路　近畿支部の集まりにゲストでお招き
したんですよね。まず参加してみて、よければ
入会を検討してくださいという感じで。中原
さん、そのときの印象はいかがでしたか。
中原　参加させていただいて、いろいろな
WGの話が聞けて活動内容が理解できまし
た。特にエッジ端末でLEDを制御するとか、
技術継承をどうしていくかという話で設計の
仕方を変えましょうといった内容は、自分の
経験とすごく被っていて親近感を覚えました。
塩路　JASAに対して望むことがあればお

話しいただけますか。
明石　会社の規模も取り組んでいる事業や
内容もそれぞれ違うでしょうけど、JASAとし
てみんなが一丸となって取り組める業務が
あると面白いことができそうですよね。そうし
たプロジェクトなら会員の担当者だけにとど
まらず、それぞれの会社の社員同士でもつな
がりができるでしょうし、今後の成長に期待
が膨らみます。
中原　そうですよね。具体的にそうした前例
はありますか？
塩路　ありますよ。どこかの会社からみんな
で協力し合って進めましょうという話があっ
たり、官公庁関連の案件などもあります。た
だ関わるならば、単に会員として属している
だけでは話も届きづらいので、意欲があるこ
とを常に発信していれば、「そう言えば
FLAPSさんが関心を持っていたな」と話が
行きやすくなると思います。
―多彩な活動を展開している委員会やWG
でもそうした取り組みはあります。ドローン
WGはJASA独自のドローン開発を進めて
いますし、RISC-V WGではマイクロプロ
セッサであるRISC-Vを搭載したJASAの
プラットフォームとなるボード開発にも取り
組んでいます。こうしたWGに参加いただく
と面白い展開につながると思います。
塩路　これまで東京中心で大阪から参加し
にくい側面がありましたが、コロナ禍からオ
ンラインで実施されるようになって地域の垣
根がなくなり遠方からも参加しやすくなりま
したから。ぜひ参加いただいて、JASAの利点
を存分に活用していただければと思います。

●「会社訪問」のコーナーでは、掲載を希望される会員企業を募集しています。お気軽にJASAまでお問い合わせください。
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